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令和６年２月

九
州
補
給
処
長

兼
ね
て

目
達
原
駐
屯
地
司
令

陸
将
補

佐
藤

洋

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
中
は
駐
屯
地
隊
員
、
ご
家
族
の
皆
様
、
そ
し
て
地

域
の
皆
様
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

本
年
も
駐
屯
地
司
令
を
補
佐
し
各
隊
の
最
先
任
上
級

曹
長
と
連
携
し
て
駐
屯
地
の
規
律
の
維
持
、
部
隊
間
の

融
和
を
図
り
、
任
務
に
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
現
代
を
担
う
隊
員
と
し
て
の
責
務
を
完
遂

し
後
輩
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
我
が
国
の
平
和
と
独

立
を
守
る
自
衛
官
と
し
て
の
使
命
を
果
た
す
た
め
本
年

も
歩
み
を
止
め
る
こ
と
な
く
前
進
し
て
参
り
ま
す
。

こ
の
一
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
せ
と
繁
栄
の
年

に
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

ホームページ

目
達
原
駐
屯
地
隊
員
の
訓
練

行
事
・災
害
派
遣
情
報
な
ど
、

満
載
！

是
非
ご
覧
下
さ
い
。

「フォロー」
「いいね」
お願いします。
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輝
か
し
い
新
春
に
あ
た
り
、
隊
員
及
び
ご
家
族
の
皆

様
、
そ
し
て
平
素
よ
り
目
達
原
駐
屯
地
に
対
し
て
深
い

ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
地
域
の
皆
様
に
、
謹

ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

西
部
方
面
後
方
支
援
隊
は
、
九
州
・
沖
縄
地
方
に
お

け
る
「
兵
站
の
要
」
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
目
達
原
駐
屯
地
に
お
い
て
、
九
州
補
給
処
を
は
じ
め

と
す
る
各
部
隊
と
し
っ
か
り
と
連
携
し
、
災
害
派
遣
や

国
土
防
衛
な
ど
あ
ら
ゆ
る
事
態
へ
の
備
え
に
万
全
を
期

す
と
と
も
に
、
日
頃
か
ら
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切

に
し
、
各
種
行
事
や
活
動
に
積
極
的
に
参
加
・
協
力
し

て
い
く
所
存
で
す
。

令
和
６
年
度
が
、
皆
さ
ま
に
と
っ
て
良
い
年
で
あ
る

こ
と
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

１月現在
約10,５００
フォロー中！

「駐
屯
地
Ｘ
（旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）

発
信
中
！
」

西
部
方
面
後
方
支
援
隊
長

１
等
陸
佐

中
村

公
多
朗

駐
屯
地
部
隊
長

新
年
の
挨
拶

め

た

ば

る

新 年 を 迎 え て
～ 地 域 と の 連 携 ～

九
州
補
給
処
最
先
任
上
級
曹
長

兼
ね
て

目
達
原
駐
屯
地
最
先
任
上
級
曹
長

准
陸
尉

川
原

祐
太
郎

第
１
戦
闘
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
長

１
等
陸
佐

薄
井

一

西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
長

１
等
陸
佐

溝
部

保
徳

第
４
飛
行
隊
長

２
等
陸
佐

東
田

優
吾

鳥
栖
燃
料
支
処
長

２
等
陸
佐

竹
井

一
寿

第
３
２
１
基
地
通
信
中
隊
長

３
等
陸
佐

船
津

孝
成

西
部
方
面
管
制
気
象
隊
第
１
派
遣
隊
長

３
等
陸
佐

髙
垣

叙
也

第
１
３
４
地
区
警
務
隊
目
達
原
派
遣
隊
長

１
等
陸
尉

塩
浦

謙
太

西
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群
本
部
中
隊

映
像
写
真
小
隊
空
中
伝
送
班
長

２
等
陸
尉

鈴
木

槙
平

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
支
処
一
丸
と
な
っ
て
各
種
任
務
を
完
遂
す
べ
く

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
引
き
続

き
愚
直
に
航
空
安
全
の
獲
得
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
各

種
訓
練
等
に
よ
る
作
戦
遂
行
能
力
の
向
上
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
賜
り
ま
す

よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

北
部
九
州
４
県
を
防
衛
、
警
備
す
る
第
４
師
団
唯
一
の

飛
行
部
隊
と
し
て
本
年
も
佐
賀
の
地
で
地
域
の
安
心
、
安

全
の
た
め
厳
し
い
任
務
に
対
し
て
も
即
動
必
遂
す
べ
く
邁

進
し
て
参
り
ま
す
。

X(旧ツイッター)

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

派
遣
隊
は
、
引
き
続
き
航
空
機
の
安
全
運
航
を
支
え

る
た
め
組
織
一
丸
と
な
っ
て
積
極
的
に
管
制
気
象
業
務

を
遂
行
し
て
い
く
所
存
で
す
。

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
駐
屯
地
や
隊
員
の
た
め
、
警
務
隊
と
し
て
出

来
る
こ
と
を
最
大
限
実
行
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
ど
う
か
本
年
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
引
き
続
き
即
動
態
勢
を
維
持
す
る
と
と
も
に

「
方
面
総
監
等
の
目
」
と
な
る
べ
く
任
務
を
遂
行
し
、

方
面
隊
の
任
務
達
成
に
貢
献
し
て
参
り
ま
す
。
本
年
も

引
き
続
き
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
隊
員
一
同
、
通
信
科
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
と

誇
り
を
持
ち
「
必
通
魂
」
ユ
ー
ザ
ー
第
一
主
義
を
モ
ッ

ト
ー
に
切
れ
な
い
通
信
を
構
成
・
維
持
し
て
任
務
に
邁

進
し
て
行
き
ま
す
の
で
、
少
数
精
鋭
で
は
あ
り
ま
す
が

本
年
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
、
航
空
安
全
を
確
保
し
つ
つ
、
各
種
任
務
に
邁

進
す
る
所
存
で
す
。

引
き
続
き
ご
支
援
・
ご
協
力
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

目
達
原
駐
屯
地
の
各
隊
員
及
び
ご
家
族
の
皆
様
、
ま
た
日
頃
に
よ
り

ご
支
援
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
関
係
協
力
団
体
・
地
域
住
民
の
皆
様
、

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
12
月
22
日
付
で
東
北
方

面
総
監
部
幕
僚
副
長
か
ら
九
州
補
給
処
長
兼
ね
て
目
達
原
駐
屯
地
司
令

を
拝
命
致
し
ま
し
た
、
佐
藤
将
補
で
す
。
今
後
も
引
き
続
き
地
域
と
の

連
携
を
一
層
強
化
し
、
地
域
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
駐
屯
地
と
な
れ
る

よ
う
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
誼

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
が
依
然
と
し
て

継
続
す
る
中
、
中
国
は
力
に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
や
そ
の
試
み
を

推
し
進
め
、
北
朝
鮮
は
か
つ
て
な
い
高
い
頻
度
で
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発

射
す
る
な
ど
、
我
が
国
は
戦
後
最
も
厳
し
く
複
雑
な
安
全
保
障
環
境
に

直
面
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
国
内
に
お
い
て
も
、
新
年
早
々
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震

に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
て
お
り
、
全
国
の
自
衛
隊
の
部
隊

が
災
害
派
遣
活
動
に
従
事
し
て
お
り
ま
す
が
、
目
達
原
駐
屯
地
か
ら
も

西
部
方
面
後
方
支
援
隊
の
隊
員
約
30
名
が
、
１
月
５
日
、
能
登
半
島
の

被
災
地
に
向
け
て
出
発
し
、
本
挨
拶
執
筆
時
点
に
お
い
て
も
現
地
で
の

活
動
を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
国
内
外
の
厳
し
い
情
勢
の
中
、
九
州
、
南
西
地
域
の
兵

站
の
中
枢
で
あ
る
と
と
も
に
、
北
部
九
州
に
お
け
る
航
空
部
隊
の
中
核

で
あ
る
目
達
原
駐
屯
地
の
役
割
は
益
々
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
た
め
目
達
原
駐
屯
地
の
各
隊
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
に
関
す

る
プ
ロ
意
識
を
も
っ
て
各
種
課
題
の
解
決
を
図
る
と
と
も
に
、
皆
様
の

期
待
に
応
え
続
け
ら
れ
る
よ
う
各
種
任
務
の
遂
行
に
備
え
、
様
々
な
訓

練
・
演
習
等
に
励
み
、
能
力
の
向
上
を
図
る
等
、
日
々
前
進
を
続
け
て

参
り
ま
す
。

本
年
も
目
達
原
駐
屯
地
の
全
隊
員
は
、
佐
賀
県
唯
一
の
陸
上
自
衛
隊

の
隊
員
と
し
て
の
誇
り
を
胸
に
、
強
い
責
任
感
を
持
っ
て
責
務
の
完
遂

に
努
め
、
地
域
に
愛
さ
れ
頼
り
に
な
る
駐
屯
地
を
目
指
し
て
、
日
々
邁

進
し
て
参
る
所
存
で
す
。

皆
様
に
と
り
ま
し
て
本
年
が
昇
り
竜
の
ご
と
く
飛
躍
す
る
幸
多
き
素

晴
ら
し
い
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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〇氏 名 佐藤 洋
〇出 身 地 山形県
〇期 別 防衛大学校３７期
〇主要経歴
平成２５年 ７月 陸上幕僚監部人事部人事計画課企画班長（市ヶ谷）
平成２７年 ８月 第６後方支援連隊長（神町）
平成２９年 ８月 西部方面総監部人事部長（健軍）
平成３１年 ４月 補給統制本部装備計画部長（十条）
令和 ３年１０月 東北方面総監部幕僚副長（仙台）
令和 ５年１２月 現 職

〔２〕 めたばる

第
１
戦
闘
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
は
、
令
和
５
年
10
月
17
日
（
火
）
か
ら
29
日

（
日
）
の
間
、
令
和
５
年
度
国
内
に
お
け
る
米
海
兵
隊
と
の
実
動
訓
練
（※

Ｒ
Ｄ

23
後
段
）
に
参
加
し
ま
し
た
。

※

Ｒ
Ｄ
：
レ
ゾ
リ
ュ
ー
ト
・
ド
ラ
ゴ
ン

訓
練
に
よ
り
、
日
米
共
同
で
作
戦
を
実
施
す
る
際
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
火
力
戦

闘
及
び
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｐ
（
燃
料
弾
薬
再
補
給
点
）
に
係
る
能
力
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
航
空
調
整
所
、
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
調
整
所
及
び
第
８
師
団
司
令
部
に
お
け

る
連
絡
幹
部
等
と
し
て
の
幕
僚
活
動
に
係
る
練
度
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

九
州
補
給
処
は
、
令
和
５
年
12
月
12
日
（
火
）
、
目
達
原
駐
屯
地
内
に
お
い

て
、
軽
武
装
走
競
技
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
競
技
会
は
、
昭
和
46
年
か
ら
毎

年
実
施
さ
れ
て
い
る
九
州
補
給
処
の
伝
統
競
技
で
、
各
隊
員
は
軽
武
装
（
鉄

帽
・
水
筒
装
着
）
で
指
定
の
３
㎞
コ
ー
ス
を
激
走
し
、
そ
の
時
間
を
各
部
・
各

支
処
の
平
均
記
録
で
競
う
団
体
の
部
と
、
個
人
の
部
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
隊

員
は
、
団
体
優
勝
を
目
標
と
し
て
、
日
々
練
成
に
励
み
、
競
技
会
に
臨
み
ま
し

た
。
本
年
度
は
、
富
野
弾
薬
支
処
が
優
勝
し
、
電
計
課
の
７
連
覇
を
阻
止
し
ま

し
た
。

統
率
方
針

「
責
務
の
完
遂
」

要
望
事
項

「
前

進
」

「
プ
ロ
意
識
の
保
持
」

「

令

和

５

年

度

軽

武

装

走

競

技

会

」

目
達
原
駐
屯
地
は
、
令
和
５
年
12
月
３
日
（
日
）
駐
屯
地
創
立
記
念
行
事
を
行

い
ま
し
た
。
今
回
は
「
再
び
以
前
の
記
念
行
事
の
状
態
に
復
帰
さ
せ
た
上
で
、
更

に
充
実
・
発
展
し
た
行
事
を
興
行
」
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
「
再
興
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
記
念
式
典
、
観
閲
飛
行
、
祝
賀
会
食
、
オ
ス
プ
レ
イ
を
含
む

装
備
品
展
示
、
車
両
体
験
搭
乗
、
模
擬
売
店
、
音
楽
演
奏
及
び
バ
ル
ー
ン
体
験
搭

乗
等
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
地
域
住
民
の
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

記
念
式
典
に
お
い
て
は
、
観
閲
部
隊
指
揮
官
以
下
約
４
０
０
名
の
隊
員
が
整
列

す
る
中
、
観
閲
官
竹
内
陸
将
補
（
前
駐
屯
地
司
令
）
が
、
「
目
達
原
駐
屯
地
所
在

の
隊
員
に
お
い
て
は
、
西
部
方
面
隊
の
目
標
で
あ
る
「
実
力
の
進
化
」
、
「
地
域

の
理
解
」
、
「
個
人
の
尊
重
」
を
一
層
強
化
し
て
、
地
域
の
皆
様
に
更
な
る
ご
理

解
と
ご
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
引
き
続
き
誠
心
誠
意
尽
力
し
て
も
ら
い
た
い
。
」

と
述
べ
ま
し
た
。

当
日
は
、
約
４
，
６
０
０
名
の
方
々
が
来
場
さ
れ
、
盛
会
の
内
に
行
事
を
終
え

ま
し
た
。

「国
内
に
お
け
る
米
海
兵
隊
と
の
実
動
訓
練

（Ｒ
Ｄ
23
後
段
）」

九
州
補
給
処
は
、
令
和
５
年
12
月

22
日
（
金
）
、
目
達
原
駐
屯
地
に
お

い
て
、
第
41
代
九
州
補
給
処
長
兼
ね

て
目
達
原
駐
屯
地
司
令

佐
藤
洋
陸

将
補
の
着
任
式
を
行
い
ま
し
た
。

着
任
の
辞
に
お
い
て
佐
藤
将
補
は
、

統
率
方
針
「
責
務
の
完
遂
」
、
要
望

事
項
「
前
進
」
「
プ
ロ
意
識
の
保

持
」
の
下
、
「
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

が
「
南
西
の
兵
站
の
要
で
あ
る
九
州

補
給
処
の
隊
員
」
で
あ
る
と
い
う
誇

り
と
自
覚
を
堅
持
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

職
責
を
果
た
し
て
、
想
像
力
を
働
か

せ
な
が
ら
課
題
解
決
に
向
け
て
努
力

し
て
ほ
し
い
。
」
と
訓
示
し
ま
し
た
。

九
州
補
給
処
及
び
目
達
原
駐
屯
地

は
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
と
伝
統
を
継

承
し
つ
つ
、
佐
藤
陸
将
補
の
統
率
の

下
、
始
動
し
ま
し
た
。

第
41
代
九
州
補
給
処
長
兼
ね
て
目
達
原
駐
屯
地
司
令

佐

藤

将

補

着

任

一斉にスタートする隊員達

見事優勝した富野弾薬支処

駐屯地を出発する派遣部隊

儀仗を受ける処長

オスプレイを掩護するＡＨ－６４Ｄ

記念式典

日米共同ＦＡＲＰ

九

州

補

給

処

第

１

戦

闘

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

隊

施設巡視

状況報告集合写真

観閲飛行

航空機装備品展示

葉
隠
の
湯
（上
：男
風
呂
、
下
：女
風
呂
）

入
浴
所
の
開
設

目
達
原
駐
屯
地
創
立
69
周
年
記
念
行
事

【紹 介】

令
和
６
年
元
旦
に
発
生
し

た
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
、

北
陸
地
方
に
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
災
害
に
対
し
、
西
部

方
面
後
方
支
援
隊
は
第
１
０

５
補
給
大
隊
及
び
第
１
０
６

全
般
支
援
大
隊
等
か
ら
な
る

入
浴
支
援
隊
を
編
成
し
、
令

和
６
年
１
月
５
日
（
金
）
、

災
害
派
遣
の
た
め
石
川
県
に

向
け
目
達
原
駐
屯
地
を
出
発

し
ま
し
た
。

派
遣
部
隊
は
、
石
川
県
能

登
町
に
お
い
て
入
浴
所
を
開

設
し
、
多
く
の
被
災
者
に
対

し
入
浴
支
援
を
実
施
中
で
す
。

令和６年能登半島地震
に対する災害派遣
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▽
12
月

22
日

九

処

将
補

竹
内

綱
太
郎

▽
１
月

７
日

西
後
支

２
曹

内
田

貴
樹

▽
２
月

15
日

西
後
支

２
佐

山
本

弘
士

25
日

九

処

２
佐

加
藤

晴
三

第
３
２
１
基
地
通
信
中
隊
は
、
令
和
５
年
10
月
18
日

（
水
）
か
ら
10
月
23
日
（
月
）
ま
で
の
間
、
令
和
５
年

度
方
面
総
監
直
轄
部
隊
訓
練
検
閲
を
受
閲
し
ま
し
た
。

中
隊
長
要
望
事
項
で
あ
る
「
必
通
」
の
も
と
強
靭
か

つ
冗
長
性
の
あ
る
シ
ス
テ
ム
通
信
組
織
を
構
成
・
維

持
・
運
営
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
訓
練
成
果
を

発
揮
し
、
各
種
事
態
に
対
す
る
指
揮
幕
僚
活
動
及
び
部

隊
行
動
を
整
斉
円
滑
に
実
施
し
「
優
良
」
の
成
果
を
収

め
る
と
と
も
に
、
方
面
隊
の
作
戦
に
必
要
な
通
信
の
確

保
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

３０００ｍ走

駅伝走

私有教範点検

「
駐
屯
地
気
象
観
測
巡
回
指
導
（
対
馬
）
」

西
部
方
面
管
制
気
象
隊
第
１
派
遣
隊
の
気
象
特
技
者

に
よ
り
、
対
馬
警
備
隊
の
隊
員
に
対
し
て
気
象
観
測
指

導
を
実
施
し
ま
し
た
。

多
種
多
様
な
任
務
に
即
応
で
き
る
よ
う
、
管
制
気
象

隊
は
あ
ら
ゆ
る
地
域
（
離
島
等
）
の
気
象
状
況
を
収
集

し
て
お
り
、
よ
り
正
確
か
つ
タ
イ
ム
リ
ー
な
気
象
現
況

を
把
握
す
る
た
め
に
各
駐
屯
地
等
か
ら
管
制
気
象
隊
へ

気
象
現
況
が
通
報
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
気
象
観
測

巡
回
指
導
に
お
い
て
、
観
測
員
の
知
識
及
び
技
能
を
向

上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

派
遣
隊
は
、
今
後
益
々
、
飛
行
部
隊
の
任
務
達
成
及

び
航
空
安
全
確
保
に
邁
進
し
ま
す
。

佐
賀
県
東
部
地
区
防
衛
協
会
女
性
部

会
会
長

山
口
好
子
氏
は
、
令
和
５
年

９
月
30
日
（
土
）
、
福
岡
駐
屯
地
に
お

い
て
、
第
４
師
団
長
か
ら
感
謝
状
を
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
は
、
令
和
５
年
12
月
14
日

（
木
）
、
目
達
原
駐
屯
地
に
お
い
て
体
育
競
技
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

本
競
技
会
は
、
全
隊
員
対
象
の
３
０
０
０
ｍ
走
並
び
に
各

隊
の
抽
選
及
び
選
抜
に
よ
る
駅
伝
走
の
三
部
構
成
で
競
い
合

い
、
日
頃
の
練
成
の
成
果
を
十
二
分
に
発
揮
す
る
と
と
も
に
、

隊
員
同
士
の
切
磋
琢
磨
に
よ
り
、
多
く
の
隊
員
が
自
己
ベ
ス

ト
を
更
新
す
る
等
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

競
技
会
を
通
じ
て
、
戦
闘
員
と
し
て
必
要
な
基
礎
体
力
の

向
上
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
一
層
の
団
結
強
化
を
図
り
ま
し

た
。今

後
も
、
強
化
さ
れ
た
団
結
を
基
盤
に
、
任
務
遂
行
に
邁

進
し
ま
す
。

西
部
方
面
後
方
支
援
隊
第
１
０
３
弾
薬
大
隊
は
、
令
和
５
年
10
月
13
日

（
金
）
か
ら
10
月
15
日
（
日
）
ま
で
の
間
、
曽
根
及
び
山
田
訓
練
場
に
お
い

て
令
和
５
年
度
第
１
０
３
弾
薬
大
隊
訓
練
評
価
を
受
検
し
ま
し
た
。

本
訓
練
評
価
で
は
、
平
成
31
年
部
隊
新
編
以
来
初
と
な
る
訓
練
検
閲
に
準

ず
る
「
訓
練
評
価
」
と
し
て
即
応
予
備
自
衛
官
18
名
と
と
も
に
受
検
し
、

「
島
嶼
展
開
師
団
に
対
す
る
弾
薬
補
給
に
任
ず
る
部
隊
の
行
動
」
を
訓
練
課

目
と
し
て
、
統
裁
官
要
望
事
項
「
妥
協
な
き
任
務
の
完
遂
」
「
管
理
の
万

全
」
の
も
と
指
揮
幕
僚
活
動
、
部
隊
の
基
本
的
行
動
及
び
隊
員
の
基
礎
動
作

に
関
し
て
そ
の
進
歩
向
上
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
即
応
予
備
自
衛
官
か
ら
は
「
２
夜
３
日
の
連
続
状
況
下
で
大
変

だ
っ
た
が
貴
重
な
経
験
が
で
き
た
」
と
の
所
見
を
多
く
得
る
等
、
日
頃
の
練

成
訓
練
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
常
即
一
体
の
戦
力
化
に
つ
な
が
っ
た
大
変

有
意
義
な
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

「令
和
５
年
度

方
面
総
監
直
轄
部
隊
訓
練
検
閲
」

交換機の補完準備

施設巡視（ホイスト）

日米共同輸送におけるＢＦの様子
（キャンプ・キンザー）

西

部

方

面

管

制

気

象

隊

第

１

派

遣

隊

第

３

２

１

基

地

通

信

中

隊

西

部

方

面

シ

ス

テ

ム

通

信

群

本

部

中

隊

映

像

写

真

小

隊

空

中

伝

送

班

定
年
退
官
者
及
び
予
定
者

第

４

飛

行

隊

官給品パソコン検査

空
中
伝
送
班
は
、
令
和
５
年
11
月
27
日

（
月
）
か
ら
12
月
８
日
（
金
）
ま
で
の
間
、

令
和
５
年
度
後
期
駐
屯
地
保
全
旬
間
に
お
い

て
隊
員
の
保
全
意
識
の
高
揚
及
び
各
種
保
全

に
関
わ
る
点
検
を
実
施
し
ま
し
た
。
隊
員
の

保
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
保
全
に
関

す
る
標
語
及
び
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
保
全
に
関
わ
る
点
検
と
し
て
、

保
全
に
関
わ
る
各
居
室
の
点
検
を
実
施
し
て

異
状
等
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
も
隊
員
の
保
全
意
識
を
高
く
堅
持
し

情
報
流
出
防
止
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

記念撮影

態勢完了報告

西

部

方

面

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

隊

「

部

隊

新

編

以

来

初

の
訓

練

評

価

受

け

」

第
４
飛
行
隊
は
、
令
和
５
年
11
月
21
日
（
火
）
、
戒
田
第

４
師
団
長
に
よ
る
初
度
視
察
を
受
け
ま
し
た
。
幹
部
挨
拶
、

状
況
報
告
及
び
施
設
巡
視
等
を
実
施
し
、
防
衛
警
備
、
災
害

派
遣
等
の
部
隊
の
任
務
遂
行
能
力
に
つ
い
て
現
状
等
を
確
認

し
て
頂
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
北
部
九
州
４
県
を
担
任
す
る

師
団
飛
行
隊
と
し
て
、
「
即
動
必
遂
」
の
た
め
日
々
訓
練
に

邁
進
す
る
所
存
で
す
。

「
Ｒ
Ｄ
23
後
段
（
レ
ゾ
リ
ュ
ー
ト
・
ド
ラ
ゴ
ン
）
」

即応予備自衛官に目標を
指示する隊員
（山田訓練場）

フォークリフトによる弾薬の運搬
（曽根射場）

西

部

方

面

後

方

支

援

隊

西
部
方
面
後
方
支
援
隊
第
１
０
５
補
給
大
隊
は
、
令
和
５
年
10
月
中
旬

か
ら
下
旬
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
レ
ゾ
リ
ュ
ー
ト
ド
ラ
ゴ
ン
23
（
西
部
方

面
隊
と
米
海
兵
隊
の
共
同
訓
練
）
に
お
い
て
、
沖
縄
本
島
の
米
軍
施
設
及

び
日
出
生
台
演
習
場
に
展
開
す
る
と
と
も
に
、
各
種
補
給
品
の
日
米
共
同

荷
役
及
び
輸
送
等
の
兵
站
に
か
か
る
共
同
訓
練
を
実
施
し
、
米
海
兵
隊
と

の
連
携
を
強
化
し
ま
し
た
。
ま
た
、
有
事
の
際
大
隊
の
重
要
な
戦
力
と
な

る
即
応
予
備
自
衛
官
も
本
共
同
訓
練
に
多
数
参
加
し
、
常
備
自
衛
官
と
一

体
と
な
り
兵
站
の
実
効
性
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

第

１

０

５

補

給

大

隊

第

１

０

３

弾

薬

大

隊

陸自の水タンク車から米軍の
消防車へ給水している様子

（日出生台演習場）

「
西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
体
育
競
技
会
」

「

第

４

師

団

長

初

度

視

察

受

け

」

観測した気象現況の記入要領
についての教育風景

現地の観測要領について
教育する気象特技者

「令
和
５
年
度

後
期
駐
屯
地
保
全
旬
間
」

４師団長感謝状を受賞

左：戒田４師団長、右：山口氏
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二十歳の抱負
西
部
方
面
後
方
支
援
隊

第
１
０
６
全
般
支
援
大
隊

坂
本

夕
奈

成
人
者
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、

立
派
な
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。

西
部
方
面
後
方
支
援
隊

第
１
０
６
全
般
支
援
大
隊

大
畑

あ
か
り

自
信
を
持
っ
て
沢
山
の
方
に
貢
献

で
き
る
よ
う
、
自
ら
学
び
経
験
に
し

て
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

西
部
方
面
後
方
支
援
隊

第
１
０
６
全
般
支
援
大
隊

久
保
田

一
輝

主
体
性
を
身
に
着
け
、
成
人
と
し

て
胸
を
張
れ
る
よ
う
精
進
し
て
い
き

ま
す
。

西
部
方
面
後
方
支
援
隊

第
１
０
６
全
般
支
援
大
隊

菅
原

璃
穏

成
人
と
し
て
自
覚
と
責
任
感
を

忘
れ
ず
、
業
務
に
邁
進
し
て
い
き

ま
す
。

西
部
方
面
後
方
支
援
隊

第
１
０
６
全
般
支
援
大
隊

中
山

歩
香

成
人
者
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、

責
任
を
持
っ
て
行
動
し
て
い
き
た
い

で
す
。

西
部
方
面
隊
支
援
隊

第
１
０
６
全
般
支
援
大
隊

永
山

由
依

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、

責
任
感
を
持
っ
て
過
ご
し
ま
す
。

西
部
方
面
支
援
隊

第
１
０
３
弾
薬
大
隊

新
明

昌
樹

射
程
圏
内
の
目
標
を
す
べ
て

制
覇
し
、
人
間
的
に
極
太
に
な

り
ま
す
。

西
部
方
面
後
方
支
援
隊

第
１
０
３
弾
薬
大
隊

吉
田

虎
白

「
日
々
精
進
」

一
日
一
日
を
大
切
に
ひ
た
向

き
に
努
力
す
る
。

第
１
戦
闘
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊

西

幸
多

何
事
に
も
挑
戦
す
る
心
を
忘
れ
ず
、

日
々
の
努
力
を
怠
ら
な
い
よ
う
心
掛

け
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

第
１
戦
闘
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊

秋
山

美
咲

人
と
し
て
、
成
長
す
る
と
と
も

に
積
極
的
に
業
務
に
取
組
み
ま
す
。

西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊

フ
ァ
ド
リ
ケ
ー
ラ

ギ
ン
ト

レ
イ
ナ

成
人
と
し
て
、
ま
た
自
衛
官
と
し

て
の
自
覚
と
責
任
を
持
ち
、
謙
虚
な

姿
勢
で
日
々
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊

杉
尾

旺
哉

成
人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
持

ち
、
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
日
々

精
進
し
て
い
き
ま
す
。

西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊

行
野

彪
悟

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、

更
に
飛
躍
を
目
指
し
て
邁
進
し
て

い
き
ま
す
。

西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊

久
原

駆

成
人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を

持
ち
、
部
隊
に
貢
献
で
き
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

第
４
飛
行
隊

吉
村

和
一
桜

大
き
な
節
目
を
迎
え
、
多
く
の

事
に
挑
戦
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
４
飛
行
隊

中
ノ
森

翔
太

新
成
人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任

感
を
持
ち
、
周
囲
か
ら
信
頼
さ
れ

る
大
人
に
な
り
ま
す
。

第
４
飛
行
隊

山
口

練
也

こ
れ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
、
自
覚
を
持
っ
て
何
事
に
も

積
極
的
に
挑
戦
し
ま
す
。

第
４
飛
行
隊

山
口

倫
太
朗

大
人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
感

を
持
っ
て
、
自
衛
官
と
し
て
頑
張

り
ま
す
。

第
３
２
１
基
地
通
信
中
隊

阿
比
留

萌

自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
ち
、

日
々
努
力
し
謙
虚
な
姿
勢
で
頑
張

り
ま
す
。

第
３
２
１
基
地
通
信
中
隊

草
野

和

私
の
成
人
の
抱
負
は
邁
進
で

す
。
自
信
を
持
っ
て
物
事
に
挑

戦
し
ま
す
！

二

十

歳

の

記

念

行

事

駐
屯
地
は
、
令
和
６
年
１
月
12
日
（
金
）
に
「
駐
屯
地
二

十
歳
の
記
念
行
事
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
の
二
十
歳
成
人
者
は
23
名
（
男
性
13
名
、
女
性
10

名
）
で
、
多
く
の
成
人
者
の
御
家
族
、
来
賓
者
及
び
陪
列
者

と
駐
屯
地
の
隊
員
の
参
加
を
得
て
盛
大
に
行
事
を
挙
行
し
ま

し
た
。

二
十
歳
成
人
代
表
の
第
１
戦
闘
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
西
３
曹

は
、
行
事
で
の
祝
辞
等
に
対
す
る
答
辞
と
し
て
「
不
撓
不
屈

の
精
神
を
も
っ
て
、
こ
こ
に
い
る
仲
間
た
ち
と
助
け
合
い
、

何
事
に
も
立
ち
向
か
っ
て
参
り
ま
す
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
各
成
人
者
は
、
「
果
断
」
「
謙
虚
」
「
成
長
」
な

ど
、
一
人
一
人
が
抱
負
を
威
光
威
厳
あ
る
堂
々
と
発
表
し
ま

し
た
。

二十歳隊員集合写真
家族との記念撮影

西
部
方
面
隊
支
援
隊

第
１
０
６
全
般
支
援
大
隊

宮
本

弥
侑

日
々
努
力
し
、
謙
虚
な
姿
勢

で
邁
進
い
た
し
ま
す
。

抱負を発表する二十歳成人者


